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ケアワーカーの専門性に関する研究
――社会福祉実践の共通基盤からの探索――
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と個人インタビュー (6 名) から取材した。グループ会議は，第 3・4 金曜日に定例で行われ
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ている。インタビューは，研究協力者 (介護主任) が選出した 6 名に対し，対象施設内で実施
した。個人インタビューの人数は，毎回終了後に探検ネット(4)を作成し，360 度の角度でラベ
ルが集まった段階すなわち 6 名で終了とした。対象者の属性は表 1，表 2 のとおりである。イ




2011 年 12 月 16日〜2012 年 3 月 16日 (3 か月)
4．倫理的配慮
本研究のための調査は，佛教大学「人を対象とする研究」倫理審査委員会の承認 (2011 年
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表 1 グループ会議
日程 人数 会議時間 検討内容
A 12 月 16日 9 名 1時間 30 分 褥瘡対策，年度末行事打ち合わせ，事故報告事例検討など
B 2 月 24日 9 名 1時間 ヒヤリハット対策，体調管理，事故報告事例検討など
C 3 月 16日 9 名 1時間 30 分 新年度報告，道外研修報告，事例検討
D 3 月 23 日 9 名 45分 勤務体制等報告，事故報告事例検討など
表 2 個人インタビュー調査対象者の属性
性別 年齢 資格 職歴 (現職歴)
A 男性 36 歳 介護福祉士 11 年 (6年)
B 女性 35歳 介護福祉士 15 年 (4年)
C 女性 29 歳 介護福祉士 10年 (5 年)
D 男性 34 歳 介護福祉士 6年 (6年)
E 女性 32歳 介護福祉士 11 年 (6年)
F 女性 24 歳 介護福祉士 4年 (4年)
Ⅴ 研 究 結 果
多段ピックアップにより，「グループ会議」は 179 枚→ 54 枚，「個人インタビュー」は 390
枚→ 97枚のラベルが択ばれた。
本文の島は図解におけるラベルの集合体を指し，【 】はシンボルマーク，「 」はラベル，


















































































































































































































































































( 1 ) 川喜田二郎 (1986)『KJ 法―渾沌をして語らしめる』中央公社 P15
( 2 ) 前掲( 1 )P16
( 3 ) 川喜田二郎 (2010)『続・発想法KJ 法の展開と応用』中央新書 P16









( 5 ) 前掲( 1 )P123・P365〜438
｢狭義のKJ 法」と「広義のKJ 法」について川喜田は次のように述べている。
｢狭義のKJ 法」は，取材活動を踏み台に，(1)ラベルづくり，(2) グループ編成，(3)図解化 (ま
たは A型，A型図解化)，(4)叙述化 (または B型，B型叙述化)，の 4 ステップを順次踏んで完
了する。
また「広義の KJ 法」は，「狭義の KJ 法」のほかに，その前提となる「取材」の技法や，「狭義
のKJ 法」を姿勢転換しながら行う「6 ラウンド累積KJ 法」(問題提起ラウンド・状況把握ラウン
ド・本質追求ラウンド・構想計画ラウンド・具体策ラウンド・手順化ラウンド) および「評価
(衆目評価法)」などを含む。




( 7 ) 社会福祉士養成講座編集委員会『新・社会福祉士養成講座 心理学理論と心理的支援 第 2版』
中央法規 P41
( 8 ) 高間邦夫 (2011)『学習する組織 現場に変化のタネをまく』光文社新書 P179〜180
( 9 ) 前掲( 8 )P155〜156
(10) 松尾 睦 (2012)「職場が生きる，人が育つ―『経験学習』入門」ダイヤモンド社 P48
(11) ドナルド・ショーン/佐藤学・秋田喜代美訳 (2012 第 5版)『専門家の知恵―反省的実践家は行為
しながら考える』ゆるみ出版 P7〜8，P78
(12) 前掲( 6 )P319
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